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ん = (5.24x10 11/L) ・ exp( ー 11 ， 500/T) ・ (γ'lW • XI W -ρ2~W/ρOW) 
+ (223/L) • exp(-3 ， 390/T) ・{ (γlW • XIW) 2 ー (P2~W/pOW)2} 
ここで， Jw は水の透過速度， L は分離機能層の厚み， pOW は純水の蒸気圧， P2 は透過側の全圧， T は供給液の温度，
















きたパイロットプラントは 1 年以上の期間にわたり安定に運転され，流速100 kg/hr で、含水エタノール (94%) を無水
エタノール (99.8%) に精製した。内容，形式ともに博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
